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第３次「山背五里五里のまち 創生総合戦略」（原案）に係るパブリックコメント 

実施結果概要 

 

１．実施目的 

第３次「山背五里五里のまち 創生総合戦略」を策定するにあたり、広く市民等の声を反映させ

るため、原案についての意見を募集した。 

 

２．実施概要 

(１) 対象者 

市内・市外に限定せず 

 

(２) 期間 

令和６年１２月２７日（金）～令和７年１月２７日（月） 

 

(３) 閲覧場所 

政策企画課、行政情報資料コーナー（※）、市ホームページ 

※行政情報資料コーナーの内訳 

本庁舎１階、陽寿苑、陽和苑、市内各コミセン（寺田コミセンを除く）、城陽市立図書館、 

健康推進課（保健センター） 

 

(４) 意見提出方法 

上記閲覧場所に配架、または掲載している所定の様式等に意見を記入いただき、実施期間中に

政策企画課まで持参、郵送、ＦＡＸ、Ｅメールのいずれかの方法で提出 

 

３．実施結果 

(１) 意見提出数 

１名（１件） 

(２)提出方法の内訳 

メール １名 

 

４．意見内容 

次のとおり 
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第３次「山背五里五里のまち 創生総合戦略」（原案）に対するパブリックコメントへの対応に

ついて 

 

No. 項目 意見の要旨 意見に対する考え方 対応 
意見 

区分 

１ 

基本目標３ 

ゆったり住

めるまち 

城陽市の災害対策の積極

性が伝わってこないため、不

安を感じる。 

現在のアクションプラン

に記載されている主な取

組・施策の２点（自主防災組

織の育成・支援、要配慮者の

避難支援）では「市民が安

心・安全に暮らせるまちづく

り」というには足りない。 

 

以下、具体例。 

・危機・防災対策係の人員が

減っているとのことで不安

である。市民の安心のため

に、人員を手厚くすることを

目標にすべき。 

・水道について、災害時のリ

スクを考え、自己水の保全の

項目を入れてみてはどうか。

また、ウォーターPPP 導入に

よる包括的民間委託により、

地下水が蔑ろにされる不安

がある。また、民間委託によ

る職員の削減がないよう災

害復旧ができる職員確保の

目標を掲げるとよい。 

・体育館への空調設備が不十

分で、避難環境の改善が必

要。スフィア基準の導入を目

指すべき。 

本計画の主な取組・施策につ

きましては、地方創生に寄与す

る全ての取組・施策を記載する

ことが困難であることから、例

示として記載しているところで

す。 

記載取組以外にも、各所管課

で策定しております分野ごとの

計画に基づき各取組・施策を進

めてまいります。 

職員体制については、定員管

理計画に基づき、業務量を踏ま

えて体制を整えています。また、

体育館における空調設備につい

ては、現在検討中の状況であり、

いただいたご意見は、今後取組

を進める「市民が安心・安全に

暮らせるまちづくり」の参考と

させていただきます。 

原案の

とおり 
市民 

 


